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よりよい未来を創っていくために、学び考え行動する子 富士市立岩松北小学校

お茶・音楽で世界を明るく照らそう！！

～３の２けやき学習「岩松北のお茶を有名にしたい！」お茶プロジェクト～
今年度、３年生にとって初めてのけやき学習が４月から始まりました。「どんな学習が

始まるのだろう。」と、どきどきわくわくする子どもたちの様子が昨日のことのように思
い出されます。「岩北と言えば…？」と、考えることから始めた活動。多くの子どもたち
が「岩北と言えば、お茶だ！」と考え、お茶のことや岩松北のお茶の良さについて調べ学
習を行いました。本やインターネットの情報集め、インタビュー、体験学習など、様々な
調べ方があることを学びながら、お茶博士になることを目指して活動した前半戦でした。

◎後半戦スタート「パッケージデザイン株式会社サンニー」設立
調べ学習を終えた３年生。「岩松北のお茶ってこんな

に良いところがあるんだ。」「こんなにおいしいんだ！」
という発見から、「岩松北のお茶を有名にしたい！」と
いう思いがふくらみ、各学級で岩松北のお茶を発信する
ための方法を考え始めました。
３の２では、お茶を売っている場所や様子に着目し、

「自分たちも宣伝したい。」「岩松北の地域からお茶を
盛り上げたい！」と考え、パッケージデザイン会社を設
立。岩松製茶さんにアドバイスとご協力をいただき、パ
ッケージをさらに宣伝できるようなシールやパンフレッ
トを作ることになり、部署や仕事内容を決めました。会
社名や所属を決めると、子どもたちのやる気は大盛り上
がりで、自分たちの係でできることはないかとフルエン
ジン！そのパワーに私の方が圧倒されっぱなしでした。それぞれの活動が始まると、「お
互いに考えていることがずれると困るよ。」「いま何をしているの？」という思いが出始
め、「会社だから会議だ！」と活動後には報告会を行うようになりました。３年生なりに
自分たちで考えて行動を起こしていく姿にとても感心しました。

◎会社が繁盛…！？大忙し
岩松製茶さんが、今年度も風邪やインフルエンザ予

防にどうぞと全校児童にお茶をくださいました。シー
ルの新たな注文です。もともと 900 ほどのシールを作る
予定が 800 増えて 1700 に！「先生、大繁盛だね！」と
笑顔で話す子どもたちの姿にとても嬉しくなりました。
そこからは大忙し。学習したばかりのローマ字、情報
の大野先生に教わったパソコン操作。「社会で勉強した
よ！」と、初めてシールができた時には試作品として
岩松製茶さんに見ていただき検討会。社会の学習「も
のをつくる仕事」から、できあがったシールは失敗が
ないかチェックしなければと検査会。今まで学習した
様々なことが、けやき学習に生きていました。

岩松北のお茶を有名にしたいという思いから、「こうしてみたい、
やってみたら～ができるかもしれない。」と何とかしようと考えるい
きいきとした子どもたちの素敵な姿がたくさん見られます。そのパ
ワーと発想の豊かさに驚かされる日々です。３年生にとってけやき
学習は始まったばかり。困難にぶつかった時に立ち止まって考えて、
「こうしてみたらいいんじゃないか」と様々な方法をあきらめずに
試していく。そんな気持ちが育まれていくことを願っています。

（担当 吉田 絵理花）



～５の２けやき学習 「レッツエンジョイあったかミュージック」の歩み～

◎ 考えて考えて･･･やっとテーマ決定！
４月の初めに、今年はどのような活動を行っていきたいか子どもたちに尋ねると、「い

つも自分たちを支えてくれている家族や、学校の先生、地域の方々が楽しんでくれるよ
うな活動を行っていきたい」という意見が多く挙がりました。そこで、テーマを「レッ
ツエンジョイあったかミュージック」と設定し、音楽の力で多くの人を楽しませる活動
を、１年間を通して行っていくことになりました。

◎ステップ１ 親と子のつどいに向けて
親と子の集いで演奏をすることが決まると、「自分たち

で楽器を作りたい」という声が多くあがりました。それも、
ただの楽器じゃつまらないから、いらなくなったものを材
料にして作ったらエコにもなっていいのではないか、とい
うことでした。４年生での環境をテーマにした学習が生き
た発言だったと思います。子どもたち一人一人が、世界に
一つのすてきなエコ楽器を作り、演奏会を行うことができ
ました。

◎ステップ２ 第２回あったかミュージック発表会に向けて
「緊張して笑顔で演奏できなかった」「自分たちの演奏を
することにいっぱいいっぱいになってしまった」という感
想が、親と子のつどいの反省会で出ました。そこで、次の
発表会ではお客さんも巻き込んで、一体感のある演奏会を
作っていくことが目標になりました。第２回発表会では、
チームごとにオリジナルパフォーマンスを考え、演奏の合
間に披露することになりました。チューチュートレインの
パフォーマンスを披露したチームけまもん、なわとびやダ
ブルダッチなどのパフォーマンスを披露したチームコマさ
ん・チーム６コンツェルト、組体操の技を中心に組み立て
たチームスターズ、パネルパフォーマンスでラストを締め
てくれたチームかきピー、どのチームも笑顔で、堂々とし
たパフォーマンスを披露することができました。課題だっ
た「恥ずかしがらないこと」もしっかりと克服できたと思
います。
第２部では「じゃんけん列車」をお客さんと一緒に楽し

みました。２組のエコ楽器の演奏に合わせて、多くのお客
さんがゲームを楽しんでいて、まさにお客さんと一体とな
った発表会がそこにありました。２組の子どもたちもまた、
ステップ１よりも成長した発表会ができたという確かな手
応えを一人一人が感じることができたようです。これから
の学習につながる貴重な経験になりました。

現在、ステップ３で行う活動を企画中です。これまでよりもステップアップした活動に
なればいいなと思っています。さらに多くの人たちと関わっていき、あったかミュージッ
クの輪を広げていけるように５年２組のみんなで頑張っていきます。

（担当 小松 佑輔）

２月２３日は富士山の日

岩松北小学校では、１６日（月）～２３日（月）を富
士山ウイークとして設定しました。６年生は全員で富士山
の一句を作り掲示しました。それぞれの富士山物語が込
められています。岩本の広場には、富士山に関係する作
品を展示し、図書室には富士山の本やクイズコーナーが
設置されています。昼の放送では、図書委員が富士山の
絵本読み聞かせをしました。給食の食材も富士山の恵み
がたくさん詰まっています。
更に環境福祉委員会が呼びか
けたアルミ缶は現在５４９６

【岩本の広場】 個集まり、目標の３７７６個
を大きく超えています。

図書室のクイズを一つ紹介します。
『富士山にまつられている女神様の名前は？』

【図書室富士山コーナー】




